
9 Soo City Public Relations,2024.6.Japan

第50回

発掘調査の意味と意義
生涯学習課 文化財係  ☎ 0986-76-8873

発
掘
現
場
の
様
子
を
ご
存
じ
の

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

国
内
で
は
毎
年
９
千
件
ほ
ど
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

発
掘
調
査
に
は
大
学
が
行
う
研
究

目
的
の
学
術
調
査
と
、
都
道
府
県
・
市

町
村
教
育
委
員
会
が
行
う
開
発
工
事
に

と
も
な
っ
た
緊
急
発
掘
調
査
の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
。
令
和
５
年
８
月
号
で
遺

跡
の
有
無
と
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
包
蔵
地
内

で
開
発
計
画
が
浮
上
し
、
埋
蔵
文
化
財

が
破
壊
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
場
合
に

は
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
、
発
掘

調
査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
内
の
発
掘
調
査
の
約
95
％
は
行
政

機
関
が
行
う
緊
急
発
掘
調
査
で
、
予
算

や
期
間
、
調
査
範
囲
な
ど
の
制
約
が
あ

る
中
、
よ
り
多
く
の
情
報
を
得
る
た
め

の
記
録
保
存
調
査
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
発
掘
調
査
は
や
り
直
し
が
出
来
な

い
た
め
、
遺
跡
の
情
報
を
慎
重
か
つ
最

大
限
に
引
き
出
し
つ
つ
、
遺
構
の
精
密

な
実
測
、
写
真
撮
影
、
詳
細
な
文
書
記

録
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
発
掘
調
査
に

よ
り
遺
跡
は
消
滅
し
て
い
き
ま
す
が
、

日
本
の
歴
史
に
大
き
く
か
か
わ
る
成
果

が
あ
っ
た
り
、
重
要
な
新
発
見
が
あ
っ

た
遺
跡
は
、
例
外
的
に
現
状
を
保
存
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

発
掘
調
査
が
終
了
し
た
後
は
、
調
査

成
果
や
遺
跡
の
情
報
を
残
す
た
め
、
発

掘
調
査
報
告
書
と
い
う
１
冊
の
本
に
ま

と
め
文
書
で
保
存
、
さ
ら
に
研
究
機
関

や
近
隣
の
教
育
委
員
会
へ
配
布
し
、
情

報
共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
出
土

遺
物
は
法
律
上
で
は
落
と
し
物
と
同
じ

扱
い
で
、
発
掘
調
査
の
事
業
が
終
了
し

た
時
に
は
所
管
の
警
察
署
に
届
出
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
文
化
財
と
認

定
さ
れ
、
所
有
者
が
判
明
し
な
い
場
合
、

都
道
府
県
に
帰
属
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
で
保
存
管
理
さ
れ
ま
す
。

　

考
古
学
は
遺
跡
が
あ
っ
て
の
学
問

で
す
。
発
掘
調
査
は
考
古
学
の
基
本
・

出
発
点
で
あ
り
、
日
本
史
の
基
礎
研
究

の
一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
。
市
内
で
も

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
、
少
し
ず
つ
で
す
が
大
昔
の
人
々
の

生
活
背
景
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
大
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
発
見

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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